
三芳町の文化財・考古2

中東遺跡第2地点発掘調査の概要
The outline of Nakahigashi site 2nd spot excavation 
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巾点辿跡は、武蔵野台地をIJn析する砂川中涜域の有印、
砂川の符にr(ilかつて閥析する埋没谷町両日fに位践する.

これまでに邸没谷右伴において先倒.>I1'tが行なわれ、 1日

百問時代のVI府より石締1草川'3箇所、際昨 l箇所、明

府より[j~~~rl.! 4 簡所が輸出され、CrM~4 18 点、傑 26

点がIIII二している(柳井市宏 1996 巾点遺跡発掘調査

報告』 三万町教育委員会)

埋没谷左lPにあたる中東遺跡第2地点の調査は、合

14UMl匹に先立つ記録保存のための発捌調査として、平成

20年4月2円-4月20円にかけて 109討を実胞したa

1111日1中は雨疋の口が多く作業は難航したが、調査の結梨、

旧π船時代の民間より石2詩集巾211i!)闘が検出され、イ1
a~ 1.400，:"が111上した。
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出土状況(南西から)
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出土状;耳(北東から)作業且景出土状況(北西から)

'"れも監石 .;世l片一 .砕片 剥片

迎物の分{fi範聞は南北6.7mx東問6.4mを測る!>1i掛mrl!J'ζ比べると諌:l!Hitは(<11い。山上府位はW府~収府下部と

幅があるが、石槻:!UJ.!;r1と同繊の理!IIJから、本来の府fllはIX崩である。

石~gの総点数は 577 点であり、 5561.~が'11催石裂であった。 主な石器は、ナイ 7J~ 行様、 ー次加工のある剥)'，、使III
たた，ぃL

痕のある剥片、石核、厳平1などである。 組品は石*~mql Jよりも多く 11¥上している。J童合関係は組数個体認められ、石

ナイフ形石器台石

この周囲に敵石剥g--.砕片が広がる状況は、石掛集中 lと同級である.

:mmql Jとの擁合も見られる。
台石と思われる傑は2点出土しており、

遺物の分布は南北 7.3mx東西6m在洲る。分布状況からさらに 3つのまとまりに細分できると思われ、それぞれから

台石と思われる傑が出上している。出上回位はV府~医師と幅があるが、これは深い所ではXb層まで入り込んでいたロー

ムのソフト化の膨響を受けて遺物が動いた結保と考えられ、本来の府位は脱届である。

石指の総点数は 823市であり、 814点がm眼石製であった。主な石間は、ナイフ形石潟、 二次加工のある剥Jt、使JTJ
，た'も L

痕のある剥片、イ7核、 a，石などである。 接合関係は革1数間体認め己れ、石:.I~tßlド 2 との接合も見られる。

な布、百限集中内にはXWiI二而にi主する限切り湖、 IX厨に遣する悦乱が存在し、遺構が部分的に磁閣されていた。

(左)ナイフ昨石器i削片 ・砕片
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ナイフ形石器 ナイフ陪石器(究損)
ナイフ形石器

石 1(策合}
石2

明~ ， ?~

稜付石刃世用痕のある剥片

日|は
石213点嬢舎) b 石213点鎌倉}

E絞

石2(9点鎌倉)
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-出土遺物 4 

石 1+石2(18点縫合}
中東追跡1112地点から出上した1.4口日点の石総のうち、 1.369

点がm磁石製である。母岩はgll咽石 1-3の3母岩に分けられる。
そのうち、あまり質の良くない県Iq，有であるJH哨有 lは1.336点

01=石密集中1石 2~石密集中 2

百筏のAは刷艦方向を示す
U| 

写誕の緬尺はすべて1/2 石113点鎌倉)

で梢成され、石;間-!.Ur:!-11で807点、石掛集中2で529点山上していることヵ、ら、中東遺跡第2地点では、 i品所在変えながら潟

!q~石 1 ;を主体的に剥片剥離したものと考えられる。また、透明で質の良い烈附石である忠明石3は、砕片を伴わず6点のみで

あるため、体部からの持ち込みであろう(写真島上段左端のナイフ形石器吉む)。

接合した石器は、 2点接合から 18点接合まで61(国体認められる。石核ヵ、らは、 90・または 180・打面転移しながら剥片剥離

を行っている己とがわかる。 石~詩集中 l ・ 2 で互いに接合した石探を観察すると、まず石間集中 2 で剥片剥離を行い、その後、

残核を石詩集中 lへ持ち込んでさらに剥片在門り出している線子が見て

取れる。

中東遺跡第 2地点の発掘調査では、|日石間時代の収府カ、ら石招集中2

筒所が検出され、1.400点、もの右絡が出上した。10mほど離れた.(:ip，g集

中から出土した石器がEいに筏合する己とから、 2箇所の石苦詩集中は同時

JOJあるいはかなり近い時期に作られたものと考えられる。

今後は、使合した石器を詳細11に観察して当核開lの剥片剥離技術について

考策するほか、今回の調査地点とは埋没谷をはさんで対伴にあたるが、前

回調査地点との関係について、立地なども吉めて比較検討していく必要が

あろう。

三芳町の文化財 ・考古2

中東遺跡第2地点発掘調査の概要

発行日平成20年7月25日

編集機関 三芳町教育委員会

入間部三芳町勝久保 1100.1

TeL049.258.00 19 

発 行三芳町教育委員会

印 刷深志印刷j駄式会社


